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ケーブル方式および自己浮上式海底地震計を用いた熊野灘およびその周辺における
地震観測
Earthquake Observation in and around Kumano Nada using Cable and Pop-Up type Ocean
Bottom Seismographs
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気象庁は，東海沖から熊野灘にかけて新たにケーブル式海底地震計の設置を行い，2008年 10月から地震観測を開始
した．そこで気象研究所と気象庁では，2009年 6月から 3ヶ月間にわたり，ケーブル式海底地震計の周辺に自己浮上式
海底地震計を 12台設置して，地震活動調査を行った．この調査で得られる結果は，この海域で発生する地震活動の把握
以外にも，新しく設置したケーブル式海底地震計の地震検知能力やその傾向，陸上観測点によって決められた震源と比
較することによって得られる震源の移動傾向等の知見が得られる可能性がある．
観測期間中，ケーブル式海底地震計と自己浮上式海底地震計のデータを併せて決められた震源は 188個で，これらの

震央はそのほとんどがトラフ軸周辺にある．これらの震源の深さ分布を見ると深さ約 20－ 50kmであるが，ケーブル式
海底地震計だけで決められたトラフ軸周辺の震源の深さ分布は，相対的に浅くなる傾向がある．同時期の陸上の観測点
で決められた海域の震央分布を比較すると，両者の海底地震計で決められた震央はまとまってクラスターを形成してい
るように見える．
　本発表では，この海域の地震活動の他，それぞれの海底地震計によって得られた地震の震源要素について比較を行う．
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